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まとめ: 天の川銀河CGM+CRのMM探査
-天の川銀河の進化にとって銀河周辺物質(CGM)および宇宙線は
重要な役割を担っているはずだが現在不定性大.
観測・理論双方の進展が望まれる. 
CGMについては今後の高感度X線、FRB dispersion measure観測
が重要.

- PeVg線による探査はCMBgg吸収のおかげで有利. 
Tibet高銀緯イベントとHVCと相関の兆候？
現時点では統計的に有意ではないが、ハロー内のPeV宇宙線に対し、
意味のある上限. 現在LHAASOのデータを調査中.

- 100 kpc領域での宇宙線、 LMC/SMC起源宇宙線を調べるには
Magellanic Streamの探査が必要. 将来の南天からのPeVg観測
(Mega-ALPACA, SWGO)前は、ニュートリノによる制限も重要. 
IceCubeのtemplate探査、将来のIC-Gen2, KM3NeTにも期待.

10
- CRs MUST exist in the Milky Way halo.


